
ムダな開発さらに見直して 

子どもの安全、市民のくらし最優先に 

本会議終了後に報告会をおこないます。ぜひ、お気軽に参加を。  

（議会棟３階 第1委員会室） 

日本共産党市議団を代表して 

皆川けいし議員が一般質問

12月13日（火） 午後3時頃 （ 5 番目 ） 

市長の政治姿勢について／平和で安全なまちづくりについて（岩国基地

強化反対運動・黒い雨降雨地域の見直し・子どもの安全を守るために・

耐震偽造事件をふまえて・アスベスト対策）／ごみ問題について（減量目

標の達成見直しと後期目標の設定を・安佐南工場400トンの根拠・事業

系ごみ指定袋をめぐるトラブルの解決・湯来町最終処分場）／その他 

質問 

項目 

TEL 082-244-0844 FAX 082-244-1567 ホームページ http://www.jcp-hiro-shigi.jp メール k-shigi@jcp-hiro-shigi.jp 
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2005年12月9日発行 NO.677 

広島市議団ニュース 日本共産党 

13日 火 本会議（一般質問・皆川けいし議員） 

14日 水 本会議（一般質問） 

 15日 木 本会議（一般質問、議案質疑・藤井とし子議員） 

 16日 金 

文教委員会・中森辰一議員 

経済環境委員会・皆川けいし議員   

建設委員会・中原ひろみ議員 

 19日 月 

総務委員会・村上あつ子議員 

厚生委員会・藤井とし子議員 

上下水道委員会 

 20日 火 本会議（議決等、討論・中森辰一議員） 

広島市議会 12月定例会日程 

ぜひ 
傍聴して 
ください 

12月議会 



広島市議会が政務調査費の領収書一部公開で 

合意したことについて 
 

2005年12月9日 日本共産党広島市会議員団 

 

広島市議会は８日、本会議後の各派幹事長会議で、政務調査費の収支報告書に事務所費（家賃や

水光熱費など事務所で支出される諸々の経費）と人件費を除いた1件5万円以上の支出に限って領収

書の添付を義務付けることを決定。来年2月に条例改正し、06年度から適用される運びです。 

 

広島市議会の政務調査費は、議員一人あたり月額３４万円が所属会派に支給され、年間総額は約2

億6800万円（04年度）。しかし、現在おこなわれている年度毎の収支報告では、領収書の添付義務は

なく、９つの費目ごとの支出総額を記載した報告書1枚が提出されているのみです。 

昨年度の包括外部監査では、「スナック・バーでの飲食」に支出されていたことが明らかとなり、透明度

を高めて市民への説明責任を果たすべく、議会の自浄能力が問われることになりました。 

日本共産党市議団は、他会派に先駆けて2002年度から全ての支出を自主的にホームページに公

開し、政務調査費の支出の全面公開を市議会に働きかけてきました。こうした背景のもと、今年7月に就

任した藤田博之議長が「議員定数等検討会議」を設置して議論が重ねられ、日本共産党からは中原ひ

ろみ議員が参加して全面公開を強く主張してきました。 

しかし、同会議は、今月初めに「事務所費、人件費を除く1件５万円以上の支出」に限って領収書を添

付するよう議長に答申し、これをうけて今回の各派幹事長会議の決定に至りました。 

 

今回の決定を日本共産党市議団の04年度実績に当てはめると、政務調査費の支給総額に対し、わ

ずか16％分の領収書を添付するだけとなります。 

各派幹事長会議で日本共産党の中森辰一幹事長は、「領収書の添付を免除する条件を議会が自

ら設けることは、『何か後ろめたいことがあるのか』と市民の不信を一層強めることになる。公開に向けた第

一歩として額の線引きをするにしても、事務所費・人件費まで除外すべきでない」と主張しましたが、全

会一致でなければ領収書添付の決定が先送りされる状況だったため、今回の決定に合意しました。 

 

今回の議論のなかで、他会派の議員からは、①他の政令市でも5万円以上にしているところが多い、

②政治資金規正法に合わせた、③（全面公開だと）思想信条に関わるものも出てくる―という意見があ

りました。 

しかし、①については、政令市の中でも静岡市は全面公開としており、「自分たちの都合で緩い方の基

準に合わせた」と市民に思われても仕方のない言い分です。②については、会派の政務調査活動を支え

る政務調査費と、政治活動を規制対象とする法律を混同すること自体が問題です。③については、「思

想信条に関わる」支出に政務調査費が使われることなどあってはならないことです。 

 

今回の決定をうけ、「公開に向け一歩踏み出した」と評価する雰囲気が市議会では大勢を占めてい

ますが、市民にとっては釈然としない不透明感を残したという事実を、市議会は真しに受け止めなければ

なりません。 


